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令和４年度　事業報告及び決算の概要

栃木県社会福祉協議会

令和４年度に実施した主な事業の概要を報告します。

１　

地
域
福
祉
へ
の
関
心
・
理
解
の
促
進

●
「
ふ
く
し
と
ち
ぎ
」
の
発
行
（
７
，

８
０
０
部
×
７
回
）、
他
広
報
誌
の

発
行

●
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報

発
信
（Facebook

、Instagram

）

　

●
第
28
回
栃
木
県
民
福
祉
の
つ
ど
い
の

開
催
（
参
加
者
数
77
人
）

２　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
振
興
・
支
援

　

●
栃
木
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
振
興
セ

ン
タ
ー
の
運
営

　

●
市
民
、
企
業
、
労
働
組
合
等
が
実
施

す
る
社
会
貢
献
活
動
の
相
談
調
整

　

●
「"
住
民
主
体
"
の
地
域
支
え
合
い

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
と
ち
ぎ
」
の
実

施
（
１
回
、
参
加
者
１
０
０
人
）

　

●
栃
木
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

と
の
連
携

３　

福
祉
教
育
の
推
進

　

●
と
ち
ぎ
福
祉
教
育
研
究
会
の
開
催

　

●
学
童
・
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

普
及
事
業
（"
小
地
域
で
考
え
る
"
福

祉
教
育
推
進
モ
デ
ル
事
業
）
の
実
施

（
指
定
地
域
１
か
所
:
壬
生
町
全
域
）

　

●
福
祉
講
座
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー

ル
等
の
企
画
の
相
談
、
高
齢
者
疑
似

体
験
装
具
の
貸
出
（
29
日
）、
講
師

の
紹
介
・
派
遣
等
の
実
施

　

●
教
員
免
許
の
特
例
法
に
よ
る
介
護
等

の
体
験

　
　

実
施
の
調
整
（
申
込
10
大
学
、
受
入

施
設
46
施
設
、
１
２
０
人
体
験
）

４　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
協
働

　

●
栃
木
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議

会
と
の
連
携
・
協
働

　

●
新
任
・
中
堅
民
生
委
員
・
児
童
委
員

研
修
会
の
開
催
（
参
加
者
６
９
５
人
）

　

●
民
生
委
員
協
力
者
・
後
継
者
育
成
講

座
の
開
催
（
５
回
）

　

●
民
生
委
員
活
動
一
日
体
験
事
業
の
実

施
（
１
回
）

５　

共
同
募
金
会
と
の
協
働

　

●
各
種
募
金
活
動
・
研
修
・
事
業
等
の

連
携

６　

障
害
者
の
社
会
参
加
の
促
進

　

●
と
ち
ぎ
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
の
運
営
（
利
用
者
数
及
び
活
動

者
数
１
６
，９
６
７
人
）

　

●
点
字
・
録
音
図
書
の
貸
出
（
利
用

者
１
４
，０
１
９
人
、
貸
出
数
３
９
，

２
３
７
冊
、
新
規
登
録
者
24
人
）

　

●
字
幕
（
手
話
）
入
り
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
貸
出
（
利
用
者
数
１
７
９
人
、

貸
出
数
３
２
４
本
）

　

●
手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
の
派
遣
・

斡
旋
（
手
話
通
訳
者
延
べ
９
３
５
件
、

要
約
筆
記
者
延
べ
２
７
２
件
）

　

●
栃
木
県
障
害
者
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
運
営
（
相
談
件
数
５
５
９

件
、
講
習
会
等
の
開
催
）

　

●
第
77
回
国
民
体
育
大
会
・
第
22
回
全

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
い
ち
ご

一
会
と
ち
ぎ
国
体
・
と
ち
ぎ
大
会
」

に
お
け
る
情
報
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
養

成
・
活
動
支
援
（
ス
タ
ッ
フ
申
込

者
数
６
１
０
人
、
活
動
者
延
べ
１
，

６
４
７
人
）

県
民
参
加
型
の

県
民
参
加
型
の

地
域
福
祉
の
推
進

地
域
福
祉
の
推
進

ⅠⅠ

事業報告及び決算の概要

Facebook、
Instagramの
QRコード

第77回国民体育大会・第22回全国障害者スポーツ大会
「いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会」
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７　

福
祉
拠
点
に
お
け
る
活
動
の
充
実

　

●�
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
の
円
滑
な
運
営

（
本
館
利
用
者
１
３
１
，９
４
３
人
、

ア
リ
ー
ナ
利
用
者
３
１
，９
８
０
人
）

市
町
社
協
活
動
の
推
進
・

市
町
社
協
活
動
の
推
進
・

支
援
支
援

ⅡⅡ１　

�

市
町
社
協
の
基
盤
強
化
と
事
業
へ
の
支
援

　

●�

「
地
域
共
生
社
会
」
普
及
啓
発
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
（
１
回
、
参
加
者

94
人
）

　

●�

地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
の
支
援（
策

定
事
業
へ
の
助
成
７
か
所
、
策
定
社

協
へ
の
個
別
支
援
）

　

●�

市
町
社
協
連
絡
会
議
、
役
職
別
研
修

会
の
開
催

　

●�

栃
木
県
地
域
福
祉
振
興
基
金
（
栃
の

実
基
金
）
事
業
の
実
施
（
18
社
協
・

54
事
業
・
１
２
，６
２
０
，０
０
０
円
）

　

●�

社
協
業
務
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
検
討
会
、
社

協
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
研
修
会
の
開
催

２　

�

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
を
支
援
す

る
人
材
の
育
成

　

●�

相
談
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成

研
修
の
実
施
（
基
礎
編
６
回
・
修
了

者
27
人
、
応
用
編
２
回
・
参
加
者
数

55
人
）

　

●�

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に
係
る
担

当
者
情
報
交
換
会
の
開
催
（
１
回
、

参
加
者
数
38
人
）

　

●�

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成

研
修（
現
任
者
向
け
）の
実
施（
１
回
、

参
加
者
数
46
人
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

た
め
の
支
援
の
強
化

た
め
の
支
援
の
強
化

ⅢⅢ１　

�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
権
利
擁
護
の
充
実

　

●�

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
あ
す
て

ら
す
）
の
充
実

　
　

＊�

令
和
４
年
度
末
実
利
用
者
数

９
８
６
人

　
　

＊�
令
和
４
年
度
市
町
社
協
相
談
件
数

２
１
，６
１
０
件
、
契
約
締
結
者

数
１
３
６
人
）

２　

成
年
後
見
制
度
の
活
用
促
進

　

●�

法
人
後
見
事
業
の
推
進

　
　

＊�

担
当
職
員
（
専
門
員
）
研
修
の
実

施
（
４
回
、参
加
者
数
延
べ
74
人
）、

支
援
員
養
成
研
修
の
実
施
（
３
回
、

参
加
者
数
延
べ
53
人
）
等

　

●�

地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
推

進

　
　

＊�

県
民
・
相
談
支
援
機
関
か
ら
の
相

談
対
応
、
市
町
社
協
・
市
町
中
核

機
関
等
主
催
会
議
へ
の
職
員
派
遣

　
　

＊�

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
研
修
会

の
実
施
、
成
年
後
見
制
度
普
及
啓

発
セ
ミ
ナ
ー
in
足
利
の
開
催
等

　

●�

司
法
、
福
祉
団
体
と
の
連
携
体
制
の

構
築
と
事
業
推
進

３　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
の
推
進

　

●�

運
営
適
正
化
委
員
会
機
能
の
充
実

（
受
付
相
談
件
数
１
１
１
件
）

　

●�

苦
情
解
決
の
た
め
の
調
査
、
助
言
、

斡
旋
、
研
修
会
等
の
開
催

４　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
の
支
援

　

●�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
の
推
進

（
評
価
調
査
者
研
修
の
開
催
等
）

　

●�

第
三
者
評
価
機
関
の
認
証
（
新
規
認

証
１
評
価
機
関
）

　

●�

第
三
者
評
価
結
果
の
公
表
（
公
表
件

数
22
件
）

福
祉
人
材
の
確
保
と
育
成

福
祉
人
材
の
確
保
と
育
成

ⅣⅣ１　

福
祉
人
材
の
確
保
と
定
着

　

●�

無
料
職
業
紹
介
事
業
の
実
施

　
　

＊�

新
規
求
人
数
６
，７
７
４
人
、
月

平
均
有
効
求
人
数
１
，６
０
６
人

　
　

＊�
新
規
求
人
事
業
所
数
１
，３
２
３

か
所
、
月
平
均
有
効
事
業
所
数

２
４
３
か
所

　
　

＊
紹
介
・
応
募
人
数
２
８
３
人

　
　

＊
採
用
人
数
２
３
１
人

　
　

＊
求
職
者
数
３
，６
９
６
人

　
　

＊�

求
人
・
求
職
相
談
（
求
人
４
，

４
６
０
件
、
求
職
８
，０
４
７
人
）

　

●�

福
祉
の
お
仕
事
就
職
フ
ェ
ア
（
合
同

相
談
会
）
の
開
催
（
１
回
、
参
加
法

人
54
法
人
、
参
加
者
１
４
６
人
）

　

●�

学
校
へ
の
出
前
講
座
の
開
催
（
小

学
校
39
校
・
参
加
者
１
，９
０
９
人
、

中
学
校
９
校
・
参
加
者
６
７
５
人
、

高
校
３
校
・
参
加
者
２
３
０
人
）

　

●�

潜
在
的
有
資
格
者
等
対
象
の
講
座
開

催

　

●�

保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
運
営

　

●�

修
学
資
金
、
就
職
支
援
金
貸
付
事
業

の
実
施

２　

福
祉
人
材
の
育
成

　

●�

専
門
研
修
（
23
研
修
・
76
日
・
参
加

者
数
延
べ
５
，３
３
０
人
、
ｅ
ラ
ン

ニ
ン
グ
延
１
８
１
４
人
）、
独
自
研

修
（
４
研
修
・
４
日
・
参
加
者
数
延

べ
２
５
９
人
）
の
実
施

生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
の

生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
の

推
進
推
進

ⅤⅤ１　

生
活
困
窮
者
へ
の
自
立
支
援

　

●�

市
町
社
協
と
連
携
し
た
生
活
困
窮
者

へ
の
自
立
支
援
の
推
進
（
相
談
窓
口
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の
設
置
、
相
談
員
勉
強
会
等
）

　

●
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
を
実
施

す
る
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

２　

貸
付
事
業
等
に
よ
る
自
立
支
援

　

●
生
活
福
祉
資
金
貸
付
業
務
の
実
施

　
　

＊
貸
付
中
件
数
４
７
，５
７
１
件
、

１
８
，
４
１
２
，３
９
４
，３
６
５
円

（
本
則
２
，３
１
０
件
・
１
，０
６
９
，

０
８
０
，９
７
４
円
、
コ
ロ
ナ
特
例

４
５
，２
２
０
件
・
１
７
，１
１
０
，

８
４
９
，０
３
１
円
等
）

　

●
市
町
社
協
と
の
連
携
に
よ
る
個
別
援

助
活
動
の
実
施

　

●
生
活
福
祉
資
金
等
の
債
権
管
理
の
強

化
（
訪
問
指
導
１
３
１
件
、
面
談
57

件
、
電
話
催
促
１
２
５
件
、
督
促
状

発
行
４
回
）

　

●
愛
の
基
金
交
付
事
業
の
実
施
（
寄
附

金
13
件
・
７
６
１
，３
９
０
円
、
交

付
件
数
１
件
・
３
０
０
，０
０
０
円
）

社
会
福
祉
事
業
経
営
者
等

社
会
福
祉
事
業
経
営
者
等

と
の
連
携
、
支
援

と
の
連
携
、
支
援

ⅥⅥ１　

社
会
福
祉
施
設
経
営
支
援
・
団
体
と

の
連
携
、
支
援

　

●
各
種
研
修
会
、
勉
強
会
の
開
催
（
社

会
福
祉
法
人
経
営
者
研
修
会
等
）

　

●
法
人
・
施
設
訪
問
に
よ
る
指
導
・
助

言
（
相
談
件
数
１
７
６
件
）

　

●
電
話
・
来
所
相
談
に
対
す
る
指
導
・

助
言
（
電
話
１
２
３
件
、
来
所
５
件
）

　

●
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
と
の

連
携
、
支
援

　

●
社
会
福
祉
施
設
団
体
と
の
連
携
、
支

援
（
種
別
協
議
会
か
ら
の
事
務
委
託

等
）

２　

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
地
域
に
お
け

る
公
益
的
な
活
動
の
推
進

　

●
栃
木
県
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
地
域

に
お
け
る
公
益
的
な
活
動
の
推
進

「
い
ち
ご
ハ
ー
ト
ね
っ
と
事
業
」

　

●
お
こ
ま
り
福
祉
相
談
関
連
研
修
会
、

あ
ん
し
ん
支
援
事
業
関
連
研
修
会
の

開
催

　

●
地
域
生
活
課
題
の
解
決
に
向
け
た

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
研
修
会
の
開
催

災
害
対
応
力
の
強
化

災
害
対
応
力
の
強
化

ⅦⅦ１　

災
害
対
応
力
の
強
化

　

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営

者
研
修
の
実
施
（
運
営
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
研
修
、
運
営
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
研
修
等
）

　

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
実
践

力
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
ち
ぎ
の
実

施

　

●
栃
木
県
・
栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

「
栃
木
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
設
置
・
運
営
等
に
関
す
る
協

定
」
の
締
結

　

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
資
機
材

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
及
び
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
の
開
催（
資
機
材
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
の
設
置
:
県
内
５
か
所
）

　

●
栃
木
県
災
害
福
祉
支
援
チ
ー
ム
員

（
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
保
健
・
医
療
と

の
連
携
）
研
修
会
の
開
催

　

●
令
和
４
年
台
風
第
15
号
被
害
に
よ
る

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営

支
援
（
災
害
時
相
互
支
援
協
定
に
基

づ
く
静
岡
市

へ
の
職
員
派

遣
:
10
月
３

日
~
11
月
30

日
ま
で
）

県
社
協
の
組
織
活
動
の
強
化

県
社
協
の
組
織
活
動
の
強
化

ⅧⅧ１　

組
織
体
制
の
充
実

　

●
理
事
会
、
評
議
員
会
等
の
開
催

　

●
市
町
社
協
部
会
、
社
会
福
祉
施
設
部

会
等
の
開
催

　

●
社
会
福
祉
関
係
制
度
へ
の
対
応
強
化

２　

運
営
基
盤
の
強
化

　

●
会
員
事
業
の
充
実
（
普
通
会
員

５
５
０
団
体
・
会
費
７
，９
８
８
，

６
０
０
円
、
賛
助
会
員
63
人
・
団
体
・

会
費
６
０
０
，０
０
０
円
）

　

●
多
様
な
財
源
の
確
保
（
図
書
斡
旋
・

広
告
掲
載
等
、
有
料
駐
車
場
の
運
営

等
）

　

●
地
域
福
祉
振
興
基
金
（
栃
の
実
基
金
）

の
造
成
及
び
適
切
な
運
用
等
（
寄
附

12
件
９
４
９
，８
２
７
円
、
基
金
累
計

額
１
，３
７
７
，８
５
５
，０
０
８
円
）

３　

経
営
の
透
明
性
の
確
保
及
び
適
正
な

組
織
運
営

　

●
情
報
公
開
の
促
進
、
苦
情
へ
の
適
切

な
対
応
等

４　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

　

●
職
場
に
お
け
る
感
染
予
防
対
策
の
実

施
、
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
指
定
管
理

者
と
し
て
の
対
応
等

栃の実駐車場
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令和４年度　資金収支決算一覧表

会計単位 収入決算額 支出決算額 差引残高
（収入決算額ー支出決算額）

一般会計 1,065,613,220 1,293,939,295 △�228,326,075

生活福祉資金会計 3,380,313,018 4,577,626,199 △�1,197,313,181

要保護世帯向け
不動産担保型
生活資金会計

15,734,975 5,823,927 9,911,048

生活福祉資金
貸付事務費会計 3,338,934,195 6,663,705,937 △�3,324,771,742

臨時特例
つなぎ資金会計 25,101 2,897,082 △�2,871,981

計 7,800,620,509 12,543,992,440 △�4,743,371,931

社会福祉事業区分 収入決算額 支出決算額 差引残高
（収入決算額ー支出決算額）

①�県民参加型地域
福祉推進費 130,381,379 127,509,809 2,871,570

②�市町社協活動推
進支援費 2,875,076 15,495,076 △�12,620,000

③�福祉サービス利
用者支援強化費 133,327,080 131,589,840 1,737,240

④�福祉人材確保育
成費 103,899,442 102,314,524 1,584,918

⑤�生活困窮者自立
支援推進費 1,176,437 1,676,437 △�500,000

⑥�社会福祉事業経営
者等連携支援費 12,845,192 12,407,192 438,000

⑦組織活動強化費 322,669,257 317,217,646 5,451,611

⑧災害対策対応費 7,255,104 6,589,710 665,394

⑨�共同募金配分
　金事業費 7,050,000 7,050,000 0

合　計 721,478,967 721,850,234 △�371,267

公益事業区分

①�県民参加型地域福
祉推進費（公益） 159,825,269 156,730,366 3,094,903

②�福祉サービス利用者
支援強化費（公益） 1,863,410 1,132,481 730,929

③�福祉人材確保
���育成費（公益） 149,607,828 388,828,009 △�239,220,181

④�生活困窮者自立支
援推進費（公益） 2,730,960 6,295,280 △�3,564,320

⑤�社会福祉事業経営者
等連携支援費（公益） 4,097,406 2,176,174 1,921,232

合　計 318,124,873 555,162,310 △�237,037,437

収益事業区分

①�組織活動強化費
（収益） 26,009,380 16,926,751 9,082,629

合　計 26,009,380 16,926,751 9,082,629

３事業区分合計 1,065,613,220 1,293,939,295 △�228,326,075

1�令和４年度総括資金収支計算書（単位：円）

2�一般会計資金収支計算書（拠点区分別）（単位：円）

３�一般会計資金収支計算書（科目別）（単位：円）

●収入 R4 決算額 R3 決算額 差異（R4 － R3）

事業活動収入 767,088,169 742,551,125 24,537,044

施設設備等収入 0 5,000 △�5,000

その他の活動収入 298,525,051 416,016,554 △�117,491,503

前期末支払資金残高 1,166,271,090 1,207,716,041 △�41,444,951

収入計 2,231,884,310 2,366,288,720 △�134,404,410

●事業活動収入内訳 R4 決算額 R3 決算額 差異

会費収入 8,588,600 8,738,400 △�149,800

寄附金収入 1,211,217 622,780 588,437

経常経費補助金収入 278,975,287 278,904,163 71,124

受託金収入 343,585,302 342,397,825 1,187,477

貸付事業収入 5,366,467 8,336,097 △�2,969,630

事業収入 66,513,864 48,853,095 17,660,769

負担金収入 9,923,434 9,179,400 744,034

受取利息配当金収入 7,123,931 7,787,814 △�663,883

その他の収入 45,800,067 37,731,551 8,068,516

事業活動収入計 767,088,169 742,551,125 24,537,044

●支出 R4 決算額 R3 決算額 差異

事業活動支出 1,076,725,095 1,086,930,288 △�10,205,193

施設整備等支出 2,508,000 226,416 2,281,584

その他の活動支出 214,706,200 112,860,926 101,845,274

予備費 0 0 0

支出計 1,293,939,295 1,200,017,630 93,921,665

●事業活動支出内訳 R4 決算額 R3 決算額 差異

人件費支出 328,265,415 327,858,515 406,900

事業費支出 569,323,326 590,999,847 △�21,676,521

事務費支出 137,192,811 120,676,233 16,516,578

助成金支出 30,466,363 36,462,647 △�5,996,284

負担金支出 9,057,200 9,038,910 18,290

支払利息支出 0 2,976 △�2,976

その他の支出 2,419,980 1,891,160 528,820

事業活動支出計 1,076,725,095 1,086,930,288 △�10,205,193
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祉
協
議
会
内
の
「
と
ち
ぎ
セ
ル
プ
セ
ン

タ
ー
」
が
担
当
し
ま
し
た
。「
セ
ル
プ

（
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
）」
と
は
、
働
く
意
欲
が
あ

り
な
が
ら
、
障
害
な
ど
に
よ
っ
て
一
般

企
業
へ
の
就
職
が
難
し
い
人
々
の
た
め

に
、
働
く
機
会
や
訓
練
の
場
を
提
供
し

て
い
る
事
業
所
の
総
称
で
す
。セ
ン
タ
ー

に
は
、
現
在
、
１
５
５
事
業
所
が
会
員

と
し
て
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

県
内
各
地
の
会
員
の
中
か
ら
19
事
業
所

が
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。

　

各
ブ
ー
ス
で
は
、
パ
ン
や
焼
き
菓
子
、

弁
当
、
手
作
り
雑
貨
、
コ
ー
ヒ
ー
、
絵

画
な
ど
数
多
く
の
商
品
が
販
売
さ
れ
ま

し
た
。
近
年
、
多
く
の
施
設
で
取
り
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
農
福
連
携
」

も
反
映
し
て
、
米
や
野
菜
な
ど
の
農
産

物
も
並
び
ま
し
た
。
商
品
は
す
べ
て
、

施
設
を
利
用
す
る
人
た
ち
が
真
心
を
込

め
て
作
っ
た
も
の
で
す
。

　

バ
ザ
ー
ル
会
場
は
、
天
候
に
恵
ま
れ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
朝
か
ら
た
く
さ
ん

の
人
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
来

場
し
た
人
た
ち
は
、
各
ブ
ー
ス
に
立
ち

寄
り
、
商
品
を
手
に
取
る
な
ど
し
な
が

ら
、
楽
し
そ
う
に
買
っ
て
い
く
姿
が
目

立
ち
ま
し
た
。
販
売
す
る
人
た
ち
と
の

＊＊
栃
木
県
誕
生
１
５
０
周
年
﹁
県
民
の
日
イ
ベ
ン
ト
﹂

栃
木
県
誕
生
１
５
０
周
年
﹁
県
民
の
日
イ
ベ
ン
ト
﹂

 
「
と
ち
ぎ
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
バ
ザ
ー
ル

「
と
ち
ぎ
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
バ
ザ
ー
ル

inin
け
ん
ち
ょ
う
」

け
ん
ち
ょ
う
」
に
ぎ
わ
う

に
ぎ
わ
う  

　
「
と
ち
ぎ
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
バ
ザ
ー
ル
in
け
ん
ち
ょ
う
」
が
、
６
月
10
日
、
栃
木
県
庁
本
館
１
階
ロ
ビ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
た
ブ
ー
ス
に
は
、
県
内
の
障
害
者
就
労
支
援
事
業
所
で
生
産
さ
れ
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

品
々
が
所
狭
し
と
並
び
ま
し
た
。
各
ブ
ー
ス
に
は
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
訪
れ
、
多
く
の
商
品
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　
「
と
ち
ぎ
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
バ
ザ
ー
ル
in

け
ん
ち
ょ
う
」
は
、
多
く
の
県
民
に
障

害
者
就
労
支
援
事
業
所
の
取
り
組
み
を

商
品
を
楽
し
く
購
入

知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
各
事
業
所

で
作
ら
れ
た
商
品
の
販
売
促
進
を
図
り
、

障
害
者
の
工
賃
ア
ッ
プ
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
で
、
こ
こ
数
年
は
規
模
を
縮
小

す
る
な
ど
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

感
染
症
が
落
ち
着
き
を
み
せ
た
た
め
、

今
年
は
本
来
の
姿
に
戻
っ
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
特
に
今
回
は
栃
木
県
誕

生
１
５
０
年
記
念
「
県
民
の
日
イ
ベ
ン

ト
」
の
一
環
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
大
勢

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

バ
ザ
ー
ル
の
運
営
は
栃
木
県
社
会
福

パ
ン
や
雑
貨
、
農
産
物
も

心を込めて作った製品を販売する事業所関係者

農産物が並ぶブースも
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く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
う
し
た
人
た
ち
が

再
び
福
祉
の
現
場
で
働
け
る
よ
う
お
手

伝
い
を
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

け
参
加
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

販
売
を
担
当
し
た
施
設
利
用
者
の
須

田
多
恵
さ
ん
（
39
）
は
、
マ
ド
レ
ー
ヌ

製
造
の
ベ
テ
ラ
ン
。「
自
分
た
ち
が
作
っ

た
も
の
を
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
が
う
れ

し
い
。
出
張
販
売
と
は
違
っ
た
雰
囲
気

が
あ
り
ま
す
ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し

た
。
阿
久
津
瑛
亮
さ
ん
（
27
）
も
「
販

売
会
は
久
し
ぶ
り
な
の
で
と
て
も
楽
し

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
栃
木
県
の
福
祉
の
マ
ス

コ
ッ
ト
「
ナ
イ
チ
ュ
ウ
」
も
駆
け
付
け
、

各
ブ
ー
ス
を
巡
っ
て
バ
ザ
ー
ル
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
特
に

子
ど
も
た
ち
に
は
大

人
気
で
、
行
く
先
々

で
取
り
囲
ま
れ
、
一

緒
に
記
念
写
真
に
収

ま
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
会
場
の
一

角
に
は
「
栃
木
県
地

域
福
祉
基
金
（
ナ
イ

チ
ュ
ウ
基
金
）」
の
募
金
箱
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
基
金
は
地
域
福
祉
の
充
実
を

目
的
に
、
個
人
や
企
業
・
団
体
か
ら
寄

付
を
募
る
も
の
で
す
。

　

５
０
０
円
を
寄
付
す
る
と
、
毎
年
デ

　
「
県
民
の
日
イ
ベ
ン
ト
」
の
県
庁
前

「
芝
生
広
場
」
に
は
、「
福
祉
人
材
・
研

修
セ
ン
タ
ー
」
が
、「
知
っ
て
い
ま
す

か
？
福
祉
・
保
育
の
お
仕
事
」
の
ブ
ー

ス
を
出
展
し
ま
し
た
。
介
護
士
や
保
育

士
の
仕
事
の
Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
、
セ
ン

タ
ー
が
手
が
け
る
各
種
講
座
や
就
職

フ
ェ
ア
、
ス
タ
ー
ト
講
座
な
ど
へ
の
参

加
を
呼
び
か
け
る
の
が
目
的
で
す
。

　

福
祉
に
関
す
る
簡
単
な
ク
イ
ズ
に
答

え
る
と
、
グ
ッ
ズ
類
が
も
ら
え
る
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
。
多
数
の
親
子
連
れ
が
一

生
懸
命
回
答
し
、
グ
ッ
ズ
類
を
ゲ
ッ
ト

し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

齋
藤
久
雄
所
長
は
「
資
格
を
持
っ
て

い
て
も
、
仕
事
を
離
れ
る
と
ど
う
す
れ

ば
復
帰
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
人
も
た

ザ
イ
ン
が
変
わ
る
ナ
イ
チ
ュ
ウ
グ
ッ
ズ

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。
募
金
箱
が

あ
る
ブ
ー
ス
に
は
、
バ
ザ
ー
ル
を
訪
れ

た
人
た
ち
が
次
々
に
訪
れ
、
寄
付
し
て

い
ま
し
た
。

会
話
も
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
市
内
の
「
社
会
福
祉
法
人
恵

友
会
『
ひ
び
き
』」
は
、
マ
ド
レ
ー
ヌ
や

ラ
ス
ク
、
タ
ル
ト
な
ど
を
出
品
。
特
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
い
ち
ご
タ
ル
ト
」
の

人
気
が
高
く
、
午
前
中
に
は
完
売
し
ま

し
た
。

　
『
ひ
び
き
』
で
は
、
普
段
は
作
っ
た
お

菓
子
類
を
施
設
近
く
の
企
業
の
社
員
や
、

保
育
所
・
学
校
の
先
生
た
ち
な
ど
に
出

張
販
売
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
薄

井
奈
津
子
副
施
設
長
は
「
一
般
の
人
た

ち
と
広
く
交
流
が
で
き
る
こ
う
し
た
機

会
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
。
で
き
る
だ

交
流
が
と
て
も
楽
し
い

ナ
イ
チ
ュ
ウ
基
金
人
気

●
● 

知
っ
て
い
ま
す
か
？  

福
祉
・
保
育
の
お
仕
事 

●
●

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
が
出
展

ナイチュウ基金への募金も集まりました

一生懸命クイズに挑戦する家族連れ
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普
段
、
高
齢
者
と
交
流
す
る
機
会
は
あ

ま
り
な
く
、「
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
」

と
大
森
春
輝
さ
ん
。
何
回
か
撮
り
直
す

場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
お
年
寄
り
た

ち
は
快
く
応
じ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

山
下
翔
也
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
が
明
る
く

生
活
し
て
い
る
様
子
に
元
気
づ
け
ら
れ

ま
し
た
」。
編
集
を
担
当
し
た
加
藤
紘

希
さ
ん
は
「
小
学
生
に
分
か
る
よ
う
に

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
難
し

か
っ
た
で
す
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

動
画
制
作
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
広
が
り
の
中
で
、
直
接
的
な
交
流
が

難
し
く
な
る
中
で
の
試
み
で
し
た
。
制

作
を
支
援
し
た
那
須
烏
山
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
曽
根
駿
介
さ
ん
は
「
作
業
を

通
し
て
、
高
校
生
と
高
齢
者
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
っ
て
い
き
ま
し

た
。
完
成
後
、
高
校
生
自
身
も
い
ろ

い
ろ
意
見
を
出
し
合
い
、
次
に
つ
な
が

る
学
び
合
い
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
」
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

烏
山
高
校
ま
ち
づ
く
り
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
同
好
会
は
「
福
祉
チ
ャ
レ
ン

ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、

２
０
２
２
年
度
、
福
祉
動
画
の
制
作
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
視
聴
対
象
は
小
学

生
。
お
年
寄
り
た
ち
が
日
々
、
ど
の
よ

う
に
暮
ら
し
、
ど
ん
な
こ
と
を
望
ん
で

い
る
の
か
、
子
ど
も
た
ち
が
分
か
り
や

す
く
学
べ
る
動
画
を
つ
く
る
と
い
う
の

が
コ
ン
セ
プ
ト
で
し
た
。

　

担
当
し
た
の
は
現
在
３
年
生
の
男
子

生
徒
た

ち
で
す
。

あ
ら
か

じ
め
聞

く
内
容

を
話
し

合
っ
て
、

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

に
臨
み

ま
し
た
。

お年寄りにインタビューする高校生たち

＊
市
町
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
＊

��
那
須
烏
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

烏
山
高
校
で
福
祉
動
画
づ
く
り

地域 会場 期日 定員

県北 東那須野公民館
（那須塩原市東小屋 474-11）

第 1 回： 7 月 16 日（日）
第 2 回： 9 月 24 日（日）
第 3 回：11 月 26 日（日）

要約筆記：30 名
手話：30 名

県東 茂木町町民センター
（茂木町大字茂木 151）

第 1 回： 7 月 30 日（日）
第 2 回：10 月 8 日（日）
第 3 回：12 月 10 日（日）

要約筆記：30 名
手話：30 名

県西
日光市中央公民館　

（日光市平ケ崎 160）
第 1 回： 8 月 20 日（日）
第 3 回： 1 月 21 日（日） 要約筆記：30 名

手話：30 名日光市大沢公民館　
（日光市大沢町 809-1）

第 2 回：10 月 22 日（日）

県南 佐野市中央公民館　
（佐野市金井上町 2519）

第 1 回： 9 月 10 日（日）
第 2 回：11 月 19 日（日）
第 3 回： 2 月 4 日（日）

要約筆記：30 名
手話：30 名

2022 年に開催された「いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会」
のレガシーを受け継ぎ、県内各地を巡って、手話通訳者や要約
筆記者の養成につなげるための講座を開催する取り組みです。

お申込み・お問合せは、「とちぎ視聴覚障害者情報センター」（TEL・FAX　028-627-6889）までお願いします。
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●
採
用
か
ら
３
か
月
働
い
て
み
て
ど
う

で
す
か
？

　

ま
だ
ま
だ
不
安
な
こ
と
も
多
い
で
す

が
、
み
な
さ
ん
に
助
け
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
働
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

●
担
当
業
務
は
？

　

福
祉
の
人
材
確
保

や
定
着
に
関
わ
る
業

務
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
主
に
、
福
利
厚

生
事
業
、
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
等
が
あ
り
ま
す
。

●
職
場
の
雰
囲
気
は
？

　

と
て
も
明
る
く
楽
し
い
雰
囲
気
で

す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
す
ぐ
に
相
談

で
き
る
の
で
、
新
人
の
私
も
安
心
し
て

働
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

●
休
日
の
す
ご
し
方
は
？

　

趣
味
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
過
ご
し

方
は
様
々
で
す
が
、
愛
犬
と
の
ん
び
り

過
ご
す
休
日
が
好
き
で
す
。

●
今
後
の
意
気
込
み
は
？

　

日
々
成
長
し
、
早
く
一
人
前
の
職
員

に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
採
用
か
ら
３
か
月
働
い
て
み
て
ど
う

で
す
か
？

　

新
し
く
学
ぶ
こ
と
も
多
く
、
周
り
の

皆
さ
ん
に
色
々
聞
き
な
が
ら
、
日
々
の

業
務
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
担
当
業
務
は
？

　

主
に
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
業
務
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

●
職
場
の
雰
囲
気
は
？

　

業
務
に
お
い
て
判
断
が
難
し
い
事
も

す
ぐ
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
、
明
る

く
和
や
か
な
職
場
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

●
休
日
の
す
ご
し
方
は
？

　

車
で
ド
ラ
イ
ブ
す
る
事
が
多
く
、
景

色
を
見
る
事
や
、
現
地
で
買
い
物
等
を

し
て
い
ま
す
。

●
今
後
の
意
気
込
み
は
？

　

多
く
の
知
識
を
得
つ
つ
、
色
々
な
経

験
し
な
が
ら
、

一
人
前
の
職
員

に
な
れ
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。

◆
令
和
５
年
度
◆

新  

任  

職  

員  

紹  

介

◉
眞
田　
　

結

◉
福
澤　

正
希
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福利厚生センター（ソウェルクラブ）についてお知らせ

職員の福利厚生に福利厚生センター（ソウェルクラブ）を活用しよう！
魅力ある職場つくりのために
福利厚生センター（ソウェルクラブ）に加入しませんか？

　福利厚生センターは、全国の社会福祉事業従事者に対し、福利厚生事業を提供しています。中小規模の法人が多い
社会福祉事業分野では、個々の法人で豊富な福利厚生を提供することはなかなか難しいと思われます。福利厚生セン
ターでは、全国規模というメリットを生かし、多様なサービスを提供しています。法人単位ではなく、事業所単位で
加入が可能で、会員となることで多様なサービスを利用することができます。

●しくみ…社会福祉事業または介護保険事業の経営者と福利厚生センターが契約します
●掛　金…1 人当たり毎年度 1 万円（非常勤職員は、1 万円もしくは 5 千円（サービスの指定あり）の選択制）
●契約期間…契約成立日から翌年 3 月 31 日までの期間

●生活習慣病予防検診費用助成（最大 4,000 円）
●健康生活用品給付 (3,000 円相当、毎年 1 品）
●結婚・出産・入学お祝品贈呈（商品券）
●永年勤続記念品贈呈 (5 年ごとの勤続）
●長期勤続者退職慰労記念品贈呈
●死亡弔慰金、入院・手術・災害時の見舞金
●各種講習会、海外研修補助
●クラブ・サークル活動助成（1 人 1,000 円）
●手帳、情報誌の配布　等

ソウェルクラブ基本サービス ＊左記サービスのほか、栃木県独自の会員交流事業
　　　　　　　　　　　　　（栃木事務局事業）も実施します。

通常料金の半額程度でバスツアーやチケット購入ができるサービスです。

「山のレストラン」お食事クーポン
「オトワレストラン」お食事クーポン
「クローバー」お食事クーポン
「肉のふきあげ」お食事クーポン
「月山」お食事クーポン
劇団四季「ライオンキング」

［ソウェルクラブについてのお問い合わせ先］福祉人材・研修センターTEL�028-643-5622

劇団四季「アナと雪の女王」
狂言　万作の会
映画鑑貸券
宿泊・日滞り温泉クーポン
ジェフグルメカード

＊会員交流事業［令和 4 年度 実施事業］チケットあっせん事業

子育てが一段落した方
定年退職を予定している方

栃木県委託事業

初心者
向　け

どなたでも参加できます
介護の基本が学べる !!

介護の仕事に
興味・関心のある方

参加費
無 料

就職相談
有 り

介護に興味のある方、介護の仕事に従事することを考えている方などに向けた、短期間（5 日間）で介護
の知識・技術を学べる入門的な研修です。

県央地区【5日間】　定員15名 県東地区【5日間】　定員15名
① 10 月 12 日（木）13:10 ～ 16:30 ① 9 月 4 日（月）13:10 ～ 16:30
② 10 月 13 日（金）10:00 ～ 16:00 ② 9 月 5 日（火）10:00 ～ 16:00
③ 10 月 19 日（木）10:00 ～ 16:00 ③ 9 月 12 日（火）10:00 ～ 16:00
④ 10 月 20 日（金）10:00 ～ 16:00 ④ 9 月 19 日（火）10:00 ～ 16:00
⑤ 10 月 25 日（水）13:00 ～ 16:00 ⑤ 9 月 20 日（水）13:00 ～ 16:00

とちぎ福祉プラザ（宇都宮市若草 1-10-6）
申込期限 9 月 25 日（月）

二宮コミュニティセンター（真岡市石島 893-15）
申込期限 8 月 14 日（月）

社会福祉法人栃木県社会福祉協議会　福祉人材・研修センター
　〒320-8508　栃木県宇都宮市若草1-10-6　とちぎ福祉プラザ内

TEL. 028-643-5622　　　FAX 028-623-4963

申　　　込
問合わせ先
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　本会をご支援いただいている会員の皆様の取り組みを本誌でご紹介させていただきます。
　「ふくしとちぎ」の誌面を PR に活用してみませんか ?
　「ふくしとちぎ」は、県内外の社会福祉協議会や社会福祉施設、関係企業、学校、民生委員・児童
委員の皆様など、広く配布しているほか、本会ホームページでも公開しています。

【本会会員の皆様へ】「ふくしとちぎ」の記事を募集します！

募集内容について
・本会の地域福祉推進のパートナーとして、「ふくしとちぎ」内で会員施設・団体様のご紹介をさせていただきます。
・各会員様のPRのほか、本会との繋がりや地域貢献・ボランティア等の取り組みについて掲載させていただきます。
・掲載は「ふくしとちぎ」1ページ分を予定しています（誌面の都合により調整させていただくことがあります。
・掲載をご希望の会員様は、下記までお問い合わせください。

お問い合わせ先
社会福祉法人栃木県社会福祉協議会　総務部総務企画課　「ふくしとちぎ」担当
TEL　028-622-0524　FAX　028-621-5298　メール　somu@tochigikenshakyo.jp

　栃木県社会福祉協議会では、市町社会福祉協議会、福祉施設、民生委員・児童委員やボランティア団体
などへの支援を通して、地域の特性に合わせた福祉・ボランティア活動を推進しています。
　皆様のご参加により本会の活動を充実させることができますので、ぜひともご支援を賜りますようお願
い申し上げます。

●本会へのご支援方法
①賛助会員
　・本会の趣旨・目的に賛同する企業・篤志家の皆様です。賛助会費は一口5,000円からとなります。
　・�会員サービスとしては、本会広報誌をはじめとした各種福祉情報の提供、本会主催研修の受講費用の
割引などがあります。

②栃木県地域福祉振興基金「栃の実基金」へのご寄附
　・�皆様からの善意の寄附金を原資とし、その運用から生まれる果実（利子）で地域の福祉・ボランティ
ア活動等を支援しています。

　・�栃の実基金で支援する活動には、高齢者や障害者を対象としたサロンを開催する居場所づくり、親子向
けの子育てサロンや子ども食堂などを開催する子育て支援、災害支援活動等があります。

　皆様から寄せられた会費やご寄附は、様々な福祉・ボランティア活動の振興を図るための財源として大
切に活用させていただきます。
　詳しくは、本会ホームページまたは総務企画課までお問合せください。

「栃木県社会福祉協議会賛助会員・栃の実基金ご寄附の募集」

●「福祉施設経営指導事業」では、各社会福祉法人・施設が行う経営の取り組みに対し「経営指導員」に
よる専門的な相談・指導を行っています。

　　【経営指導員】
①運営全般に係る法律上の相談（弁護士） ②会計・税務に関する相談（税理士）

 ③人事・労務に関する相談（特定社労士）
 ④法改正への対応や法人運営に関する相談（元福祉行政職、元福祉施設長）

●県内の社会福祉法人であれば相談は無料です。どのようなご相談でもお気軽にお寄せください。
　経営指導員による相談は、基本的には電話対応になります。なお、内容により、面談、施設訪問など対
応いたします。

●ご利用希望の方は、下記にご連絡ください。�
栃木県社会福祉協議会　経営指導室TEL　028-622-5711

社会福祉法人・施設の運営で困っていることはありませんか？
「福祉施設経営指導事業」～経営指導員による相談・指導のご案内～


